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注)途 中式も採点の対象となるので,ある程度計算の過程が追えるように書くこと。

ただし,単振動の解や摩擦による減衰を表す解など,知っているものは導出を示さず

に用いてよい.50点 満点.

[ll tを時間,α,ω,70を定数として,xy平面上の点がr=(cわ t―α Sinωt,α(1-cOS ωt))

と表されている.速度ベクトルの [大きさ]の最大値と最小値を求めよ.(10点 )

[21″ν面内における質量πの質点の放物運動について考える.ι=0に おける位置

と速度をそれぞれr。=(o,0),Vo=υ o(COS θ,sin θ)と与え (o<θ <π /2),重力を

F=(0,一 鶴θ)としたとき,軌跡は夕=A″2+B″ と得られる。■,3を求め,さらにν
の最大値を求めよ。(10点)

[31単振動する質点が,速度に比例する抵抗によって減衰振動する様子を調べる。運

動方程式は,

π
弊 ― た″―b#       ①

である.t=0で 原点で速度υ。を持つていたとし,■(ι)を求めよ.(10点)

[4]速度に比例する空気抵抗の,等速直線運動への影響を考える (他に力は働いてい
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近似cZ蟹1+Z十 ;Z2を用いると,″壁υot―αι2の形になる.空気抵抗の効果αを与

えられた定数(γ,鶴,υoなどの中から)で表せ。(10点)

[5]バネ定数たのバネに固定された質量πの質点に,振動的な外力を加えたとする

と,運動方程式は,

生 =_ω 2″十∫COS ω∫ι                 (2)

と表される。ただしω=/ηπである。
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Stttとおいて求めよ.(代入し,方程式を満たすように

1を

決

(2)特解と∫=0の 場合の一般解を足し合わせれば (2)の一般解となる.初期条件と

してt=0で 質点は[原点]に [静止lしていたとし,解″を求めよ.コヽ→  :
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